
一
九

新
井
（
侊
）
家
文
書
に
み
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
（
兼
子
）

　
　
　
は
じ
め
に

　

埼
玉
県
立
文
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
新
井
（
侊
）
家
文
書
の
目
録
刊
行
が
、

平
成
二
十
一
年
度
と
二
十
三
年
度
の
二
か
年
度
に
か
け
て
終
了
し(((

、
現
在
一
般
公

開
さ
れ
て
い
る
。

　

新
井
（
侊
）
家
文
書
は
、
江
戸
時
代
の
武
蔵
国
横
見
郡
久
保
田
村
（
現
比
企
郡

吉
見
町
）
の
名
主
を
代
々
勤
め
た
家
の
文
書
群
で
、
総
点
数
三
万
点
を
超
え
る
埼

玉
県
内
で
も
有
数
の
文
書
群
と
い
え
る
。
内
容
は
、
村
関
係
、
家
関
係
、
文
化
関

係
と
多
岐
に
わ
た
る
が
、
特
に
、
俳
諧
関
係
の
文
書
の
全
体
に
占
め
る
割
合
が
多

い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　

新
井
家
は
、
江
戸
時
代
に
歴
代
の
当
主
が
各
務
支
考
の
弟
子
た
ち
が
組
織
し
た

結
社
の
ひ
と
つ
で
あ
る
東
武
獅
子
門
（
神
谷
玄
武
坊
）
の
重
要
門
人
で
あ
り
、
ま

た
、
埼
玉
県
内
で
有
力
な
伊
勢
派
の
俳
人
と
も
ま
じ
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
、

多
く
の
俳
諧
資
料
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

新
井
（
侊
）
家
文
書
は
、
多
量
な
文
書
群
の
た
め
、
昭
和
五
十
九
年
に
寄
託
さ

れ
て
以
来
整
理
が
続
け
ら
れ
、
今
度
の
公
開
と
な
っ
た
。
俳
諧
資
料
の
一
部
に
つ

い
て
は
、
所
有
者
の
特
別
の
配
慮
で
、
す
で
に
研
究
等
に
利
用
さ
れ(((

、
東
武
獅
子

門
等
の
活
動
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
東
武
獅
子
門
は
、
江
戸
の
周
辺
に
栄
え
、

埼
玉
県
内
に
も
多
く
の
門
人
が
お
り
、
近
世
俳
諧
史
を
研
究
す
る
う
え
に
も
今
後

さ
ら
に
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
新
井
（
侊
）
家

文
書
の
公
開
に
よ
り
、
東
武
獅
子
門
の
全
国
的
な
活
動
実
態
が
解
明
さ
れ
る
と
と

も
に
、
他
派
と
の
交
流
資
料
も
多
い
こ
と
か
ら
、
他
派
の
活
動
も
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
今
後
の
幅
広
い
利
用
に
よ
る
研
究
成
果
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

特
に
同
家
の
俳
諧
関
係
文
書
の
な
か
で
も
、
全
国
の
俳
諧
連
中
か
ら
年
頭
の
挨

拶
と
し
て
贈
ら
れ
る
「
歳
旦
」
の
数
が
多
く
、
そ
の
数
は
三
千
点
を
超
え
る
。
年

代
の
幅
も
長
く
、
地
域
的
に
は
全
国
に
及
ぶ
広
範
囲
の
資
料
群
で
あ
る
。

　

歳
旦
は
、
俳
諧
史
を
研
究
す
る
上
に
貴
重
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
当
時
の
文

化
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
知
る
上
に
も
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
に
は
、
歳
旦

な
ど
の
摺
物
の
研
究
が
進
み
、
歳
旦
な
ど
に
添
え
ら
れ
た
絵
に
つ
い
て
近
世
絵
画

史
上
の
観
点
か
ら
も
新
し
い
発
見
が
さ
れ
て
い
る(((

。

　

こ
の
度
刊
行
し
た
目
録
で
は
、
紙
幅
の
制
限
も
あ
り
、
歳
旦
に
つ
い
て
は
、
年

代
、
出
所
、
出
版
人
及
び
書
写
人
、
形
態
だ
け
に
つ
い
て
の
情
報
と
な
り
、
絵
画

関
係
の
情
報
を
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
当
館
で
は
、
従
来
か
ら
文
書

整
理
の
中
心
が
村
方
文
書
で
あ
り
、
文
化
関
係
の
情
報
を
目
録
の
中
に
十
分
に
盛

り
込
め
な
い
面
が
多
か
っ
た
と
言
え
る
。
絵
画
関
係
の
情
報
に
つ
い
て
も
、
同
様

で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
文
書
を
よ
り
有
効
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
新
井
（
侊
）
家
文
書

新
井
（
侊
）
家
文
書
に
み
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
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文
書
館
紀
要
第
二
十
六
号
（
二
〇
一
三
・
三
）

二
〇

の
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
、
絵
画
関
係
の
情
報
を
整
理
し
、
資
料
紹
介
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
一
　
新
井
（
侊
）
家
文
書
に
残
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て

　

歳
旦
は
、
俳
諧
宗
匠
が
、
毎
年
正
月
の
慣
習
と
し
て
門
下
の
連
衆
と
歳
旦
の
三

つ
物
を
よ
み
、
こ
れ
に
知
友
・
門
下
の
歳
旦
、
歳
暮
の
発
句
を
引
付
と
し
て
添
え
、

摺
物
に
し
て
配
っ
た
も
の
で
あ
る
。
新
井
家
で
は
、
当
時
か
ら
春
に
配
ら
れ
る
春

興
な
ど
も
含
め
、
摺
物
も
手
書
き
の
も
の
も
す
べ
て
歳
旦
と
し
て
整
理
し
て
い
る

の
で
、
今
回
の
整
理
で
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
井
家
は
、
師
匠
玄

武
坊
の
没
後
に
文
書
類
を
引
き
継
い
で
お
り
、
玄
武
坊
宛
に
配
ら
れ
た
歳
旦
も
多

数
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

新
井
（
侊
）
家
文
書
に
残
る
歳
旦
は
、
三
三
二
九
点
あ
り
、
一
枚
の
も
の
は
手

書
き
と
摺
物
が
あ
り
、
大
き
さ
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
帖
仕
立
の
も
の
は
、
ほ
と

ん
ど
が
横
半
帳
の
摺
物
で
、
丁
数
は
数
丁
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
大
部
な

も
の
は
数
え
る
ほ
ど
で
あ
る(((

。

　

新
井
家
で
は
、
歳
旦
類
を
年
毎
に
「
他
門
」「
諸
国
」
な
ど
に
分
類
し
て
ま
と
め
、

表
題
を
記
し
た
包
紙
や
、
紐
で
括
り
、
整
理
し
て
い
た
。
「
他
門
歳
旦
」
「
他
連

歳
旦
」
記
載
の
包
紙
に
包
ま
れ
て
い
た
歳
旦
も
多
く
、
同
門
ば
か
り
で
な
く
、
他

門
と
の
広
い
交
流
が
わ
か
る
。
ま
た
、
年
代
等
が
記
さ
れ
て
い
な
い
歳
旦
で
あ
っ

て
も
、
包
紙
記
載
の
年
代
か
ら
年
代
推
定
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、

す
べ
て
が
整
理
し
た
ま
ま
の
状
態
で
な
く
、
ば
ら
け
て
し
ま
い
年
代
の
推
定
が
不

可
能
と
な
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
の
外
、
包
紙
か
ら
の
情
報
で
は
、
№
二
一
六
一
六
か
ら
№
二
一
六
二
六
ま
で

の
一
一
点
を
ま
と
め
た
包
紙
に
「
殿
様
之
御
す
り
物
ニ
御
座
候
、
御
上
屋
敷
ニ
て

い
た
ゝ
き
申
候
が
進
上
仕
候
、
必
御
返
し
ニ
不
及
候
」
と
記
さ
れ
、
歳
旦
と
し
て

贈
ら
れ
た
以
外
の
も
の
も
あ
る
。
た
だ
、
№
二
一
六
一
六
の
端
裏
の
小
札
に
「
東

武
吉
見　

鏡
裏
御
房
様　

歳
旦
入　

柳
糸
拝
」、
№
二
一
六
一
七
の
端
裏
の
小
札

に
「
享
和
二
壬
戌
年　

野
松
様
」
と
あ
り
、
後
に
混
入
し
た
可
能
性
の
あ
る
歳
旦

も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

年
代
的
に
は
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
か
ら
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
ま
で

約
九
〇
年
間
で
あ
る
。
た
だ
、
文
化
十
四
年
（
一
八
二
七
）
以
降
、
極
端
に
減
少

し
、
年
に
一
通
あ
る
か
な
し
か
で
あ
る
が
、
天
保
十
三
年
だ
け
は
一
二
通
と
多
い
。

新
井
家
で
は
、
文
化
十
四
年
以
降
も
俳
諧
活
動
は
続
け
て
お
り
、
後
年
に
こ
の
時

期
の
歳
旦
類
が
ま
と
ま
っ
て
処
分
さ
れ
、
残
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
。

　

地
域
的
に
は
、
新
井
家
の
あ
る
武
藏
国
横
見
郡
久
保
田
村
の
周
辺
の
地
名
ば
か

り
で
な
く
、
江
戸
の
地
名
が
か
な
り
多
く
、
北
は
出
羽
国
・
陸
奥
国
か
ら
、
南
は

肥
後
国
ま
で
、
全
国
に
及
ぶ
。

　

新
井
（
侊
）
家
文
書
の
歳
旦
の
中
で
、
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
数
は
全

体
の
割
合
か
ら
す
る
と
あ
ま
り
多
く
な
い
。
新
井
家
が
属
し
て
い
た
東
武
獅
子
門

で
は
、
歳
旦
に
絵
を
添
え
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
絵
を
添
え
た
歳
旦
は
、
他

門
の
も
の
か
、
手
書
き
の
個
人
的
な
も
の
か
で
あ
る
。

　

発
句
や
狂
歌
な
ど
に
彩
色
摺
の
絵
を
添
え
て
交
換
す
る
こ
と
は
、
明
和
期
以
降

に
盛
ん
に
な
り
、
多
色
摺
り
と
な
っ
て
い
く
。
文
化
文
政
期
に
至
る
と
、
俳
諧
宗

匠
を
は
じ
め
、
さ
ら
に
広
く
一
般
大
衆
の
中
に
流
行
し
て
ゆ
き
、
宗
匠
や
同
好
の

士
が
画
家
に
頼
み
、
あ
る
い
は
自
分
で
描
き
、
そ
れ
を
彫
り
師
に
彫
ら
せ
、
摺
り

師
に
摺
ら
せ
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
お
互
い
に
交
換
し
合
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
。

　

帖
仕
立
の
歳
旦
帖
に
つ
い
て
み
る
と
、
表
紙
や
見
返
し
に
、
正
月
ら
し
く
注
連

飾
や
門
松
、
鉢
植
え
の
福
寿
草
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、



二
一

新
井
（
侊
）
家
文
書
に
み
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
（
兼
子
）

No
年

代
出

所
絵

師
名

画
題

備
考

縦
×

横（
㎝

）
文

書
番

号

①柳
几

1
己

丑（
明

和
6）..

前
砂

　
春

桂
、

吹
上

　
橋

志
外

、
布

袋
主

人
龍

文
図（

彩
色

）
宛「

露
香

様
」

20.0×
45.5

12334

2
癸

巳（
安

永
2）..

川
田

谷
　

嵐
二

、
杏

五
、

畔
吉

　
坐

来
、

布
袋

庵
龍

文
図（

彩
色

）
18.3×

25.0
13499

3
甲

午（
安

永
3）..

前
砂

　
春

桂
、

吹
上

　
橋

志
外

、
布

袋
庵

松
・

梅
図（

彩
色

）
17.0×

49.5
16361
16417

4
未（

安
永

4）
前

砂
　

春
桂

、
吹

上
　

橋
志

外
、

布
袋

庵
花

籠
の

紅
梅

・
文

机
・

文
房

具
図（

彩
色

）
宛「

野
松

様
」

16.8×
57.0

16561

5
乙

未（
安

永
4）

川
田

谷
 嵐

二
、

畔
吉

　
坐

来
外

、
布

袋
庵

花
草

図（
彩

色
）

17.8×
47.2

16562

6
丁

酉（
安

永
6）

東
武

鴻
巣

南
在

連
中

旭
・

鶏
図（

彩
色

）
31.2×

50.0
折

紙
30042

7
戊

戌（
安

永
7）

東
武

鴻
巣

南
在

連
中

宝
珠

・
藁

束
図

宛「
野

松
様

」
32.0×

45.0
折

紙
8188

8
い

ぬ（
安

永
7）

香
芹

、
布

袋
庵

柳
几

花
瓶

に
花

卉
図（

彩
色

）
18.0×

21.1
8197

9
子（

安
永

9）
東

武
吹

上
　

橋
志

外
　

布
袋

庵
柳

図（
彩

色
）

宛「
野

松
様

」
包「

他
門

歳
旦

」
15.2×

44.0
11041

10
壬

寅（
天

明
2）

東
武

忍
岡

布
袋

庵
社

中
円

窓
・

雀
図

宛「
久

ほ
田

」
14.0×

33.5
14684

11
天

明
5

武
一

宮
　

紫
虹

外
　

布
袋

庵
柳

几
白

梅
・

松
図（

彩
色

）
18.3×

48.3
10948

②松
露

庵
12

癸
巳（

安
永

2）..
武

箕
田

　
桃

源
庵

文
郷

外
松

竹
葉

図（
彩

色
）

18.5×
33.0

13542

13
癸

巳（
安

永
2）.孟

春
武

袋
糠

田
連

 魚
生

外
、

松
露

庵
烏

明
松

図（
彩

色
）

18.6×
44.7

13533

14
甲

午（
安

永
3）

武
箕

田
　

草
月

外
、

松
露

主
人

紅
梅

図（
彩

色
）

18.6×
41.0

16364
16418

15
乙

未（
安

永
4）.孟

春
武

糠
田

　
鶴

図
、

錦
市

、
松

露
庵

鳥
・

松
図（

彩
色

）
19.0×

24.3
16556
16579

16
丁

酉（
安

永
6）.孟

武
箕

田
糠

田
連

　
草

月
外

、
松

露
庵

烏
明

文
机

・
文

房
具

・
福

寿
草

図（
彩

色
）

天
地

部
欠

損
     ×

44.0
29713

17
戊

戌（
安

永
7）.孟

春
武

糠
田

屈
巣

連
　

青
草

外
、

松
露

庵
若

菜
・

塵
取

り
図（

彩
色

）
18.6×

31.9
8191

③松
山

18
天

明
4

東
武

松
山

　
敲

推
庵

左
文

門
松

・
注

連
飾

り
図

包「
他

門
歳

旦
」

包「
竹

本
歳

旦
」

19.0×
22.0

11262
21283

19
寛

政
2

武
州

松
山

連
　

左
文

、
文

桜
、

涼
江

、
琴

舎
外

鶴
図（

彩
色

）
包「

他
門

歳
旦

」
18.2×

42.3
14880

20
庚

戌（
寛

政
2）

武
松

山
　

正
等

舎
二

川
庵

図（
彩

色
）

宛「
野

松
様

」
包 「

他
門

歳
旦

」
19.8×

17.7
14878

21
辛

亥（
寛

政
3）

武
松

山
　

正
等

舎
二

川
、

琴
舎

、
抱

山
宇

米
我

、
篁

雨
、

布
袋

庵
柳

也
紅

梅
図（

彩
色

）
宛「

野
松

様
、

桃
宜

様
」

16.5×
29.6

12151

22
丙

辰（
寛

政
8）

東
武

松
山

連
　

左
文

、
二

川
外

子
担

ぎ
・

奴
図 （

彩
色

）
包「

他
連

歳
旦

」
16.4×

23.2
10012

表
　

新
井

（
侊

）
家

文
書

の
絵

入
り

歳
旦

摺
物

一
覧



文
書
館
紀
要
第
二
十
六
号
（
二
〇
一
三
・
三
）

二
二

No
年

代
出

所
絵

師
名

画
題

備
考

縦
×

横（
㎝

）
文

書
番

号

④武
山

23
丁

未（
天

明
7）

対
茂

、
記

春
等

伎
波

河
原

の
松

図（
彩

色
）

19.3×
26.0

13888

24
戊

申（
天

明
8）

対
茂

、
記

春
鉢

植
の

福
寿

草
図（

彩
色

）
18.0×

24.8
14719

25
か

の
へ

戌（
寛

政
2）

対
茂

、
記

春
鶏

図（
彩

色
）

包「
他

門
歳

旦
」

17.5×
24.2

14881

26
辛

亥（
寛

政
3）

対
茂

、
記

春
花

籠
・

松
図（

彩
色

）
包「

他
門

歳
旦

」
18.1×

24.3
12150

27
壬

子
'（

寛
政

4）
太

茂
、

記
春

、
抱

山
宇

米
我

旭
・

初
烏

図（
彩

色
）

宛「
野

松
様

」  包「
他

門
歳

旦
」

18.0×
24.5

14615

28
甲

寅（
寛

政
6）

武
山

 太
茂

、
米

泉
、

三
枝

、
山

童
、

記
春

、
米

我
梅

鉢
・

飾
藁

図（
彩

色
）

包「
他

門
歳

旦
」

17.5×
44.3

21944

29
丙

辰（
寛

政
8）

武
山

　
米

泉
、

三
枝

、
太

茂
柳

・
井

戸
・

鶏
図（

彩
色

）
包「

他
連

歳
旦

」
17.8×

24.4
10013

30
戊

午（
寛

政
10）

武
山

　
米

泉
、

三
枝

、
太

茂
、

記
春

外
、

荘
丹

恵
比

寿
・

大
黒

図（
彩

色
）

宛「
野

松
様

」
包「

他
門

歳
旦

」
17.8×

49.0
14804

31
丁

巳（
寛

政
11）

武
山

　
三

枝
、

米
泉

、
太

茂
、

記
春

外
海

老
捧

げ
図（

彩
色

）
18.0×

49.4
12162

32
戌（

享
和

2）
太

茂
、

呉
随

扇
面

図
包「

他
門

歳
旦

」
16.1×

11.7
14810

33
亥（

享
和

4）
東

都
　

呉
随

、
武

山
　

矼
隣

太
茂

梅
図

13.5×
20.5

16766

34
丁

卯（
文

化
4）

武
山

　
対

茂
外

、
呉

随
、

荘
丹

、
抱

山
鶴

・
松

図（
彩

色
）

包「
青

山
歳

旦
」

17.5×
48.0

29074
～

8

⑤荘
丹

35
寛

政
10.春

水
石

、
菜

英
、

雪
萬

、
午

心
、

荘
丹

宗
理（

北
斎

）
旭

・
松

図（
彩

色
）

包「
他

門
歳

旦
」

包「
殿

様
之

御
す

り
物

」
20.0×

53.5
14806
21622

36
未（

寛
政

11）.春
水

石
、

椿
之

、
菜

英
、

雪
萬

、
午

心
、

荘
丹

紅
梅

図（
彩

色
）

包「
他

門
歳

旦
」

19.7×
53.0

9849
985 0

37
申（

寛
政

12）
武

か
わ

た
や

　
水

石
、

菜
英

、
赤

洲
、

雪
萬

、
荘

丹
宗

理
梅

・
蹴

鞠
図（

彩
色

）
宛「

寛
政

十
二

庚
申

年
　

野
松

様
」

包「
殿

様
之

御
す

り
物

」
20.0×

56.0
21626

38
壬

戌（
享

和
2）

川
田

谷
 菜

英
外

宗
理

帳
屋

の
竹

図（
彩

色
）

包 「
殿

様
之

御
す

り
物

」
19.2×

52.5
21621

39
戌（

享
和

2）
椿

之
、

菜
英

、
松

年
、

午
心

、
荘

丹
宗

理
旭

・
松

・
貴

人
図（

彩
色

）
宛「

東
武

吉
見

　
鏡

裏
御

房
様

　
歳

旦
入

　
柳

糸
拝

」
包「

殿
様

之
御

す
り

物
」

20.5×
27.8

21616

40
亥（

享
和

3）
東

武
足

立
連

 菜
英

外
、

荘
丹

滝
広

布
袋

・
唐

子
図（

彩
色

）
20.3×

55.5
9871

41
甲

子（
享

和
4）

東
武

川
田

谷
　

菜
英

、
松

年
、

午
心

、
荘

丹
宗

理
越

後
獅

子
・

童
図（

彩
色

）
20.4×

27.0
29913

42
丑（

文
化

2）
川

田
谷

　
菜

英
、

荘
丹

、
雪

中
庵

九
々

蜃
北

斎
狆

・
黄

蝶
・

白
梅

・
芭

蕉
図（

彩
色

）
袋「

三
節

　
黄

蝶
堂

」
包「

他
門

歳
旦

」
13.2×

29.3
17572

43
卯（

文
化

4）.春
東

武
川

田
谷

　
椿

之
、

松
年

、
午

心
、

荘
丹

俊
満

文
房

具
図（

彩
色

）
宛「

野
松

様
」

包「
他

門
歳

旦
」

19.8×
27.7

15170

44
辰（

文
化

5）
菜

英
菱

川
宗

理
白

梅
柳

・
扇

面
図（

彩
色

）
包「

余
慶

歳
旦

」
包「

諸
国

歳
旦

」
13.5×

19.5
15594
29205

45
巳（

文
化

6）
菜

英
、

成
美

、
荘

丹
水

草
図（

彩
色

）　
板

元 「
広

井
秀

峨
」

39.0×
25.5

29186

46
未（

文
化

8）
東

武
川

田
谷

　
千

翠
外

、
荘

丹
蝶

図（
彩

色
）

板
元「

広
井

秀
峨

」
宛 「

桃
宜

様
」  包「

他
門

歳
旦

」
21.1×

14.1
29995
29998



二
三

新
井
（
侊
）
家
文
書
に
み
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
（
兼
子
）

No
年

代
出

所
絵

師
名

画
題

備
考

縦
×

横（
㎝

）
文

書
番

号

⑥周
辺

地
域

47
天

明
5

武
川

島
　

桃
柳

園
和

水
、

五
器

主
人（

此
巾

）
梅

・
短

冊
図

包「
歳

旦
浦

和
」

14.5×
21.8

10907

48
天

明
5

長
鯨

堂
百

川
扇

子
図

包「
歳

旦
浦

和
」

17.0×
24.0

10908

49
［

寛
政

2］
孤

柳
園

山
童

、
鳩

阜
、

橋
富

、
春

麗
、

山
雪

、
虎

住
柳

図（
彩

色
）

宛「
野

松
様

」
18.3×

49.2
14883

50
辛

亥（
寛

政
3）

武
坂

戸
　

里
水

、
仙

玉
、

里
秋

、
春

麗
、

仙
里

梅
図

包「
他

門
歳

旦
」

16.3×
39.7

12152

51
己

未（
寛

政
11）

武
 若

小
玉

　
千

翅
、

寛
者

、
尚

入
宗

理
富

士
山

図
13.0×

17.8
21623

52
［

文
化

7］
杉

呂
梅

図（
彩

色
）

13.0×
13.3

18282

53
［

文
化

7］
官

鯉
、

杉
呂

、
年

路
外

鶴
図（

彩
色

）
　

22.3×
29.0

18283

54
文

化
8

熊
谷

連
　

和
白

、
桃

郊
、

竹
二

房
外

桃
・

道
標

・
茶

飲
み

図（
彩

色
）

袋「
も

ゝ
ち

る
里

　
熊

谷
連

」
38.8×

26.0
29933

55
亥（

文
化

12）
武

熊
谷

　
露

律
、

鴻
巣

　
和

調
、

成
美

外
梅

図
19.9×

18.4
12760

56
文

化
13

武
松

山
　

夜
雪

、
尚

友
坊（

桃
宜

）
元

無
柳

図
包「

諸
国

分
」

15.5×
42.0

14235

⑦江
戸

・
諸

国

57
乙

酉（
明

和
2）

越
河

社
中

梅
図

33.8×
46.5

折
紙

12872

58
明

和
 3

羽
尾

花
沢

連
門

松
・

注
連

飾
図

32.0×
41.2

折
紙

10904
14593

59
［

明
和

8］
東

武
白

山
　

青
山

坊
茶

笠
松

図（
彩

色
）

　
18.9×

22.6
18331

60
安

永
7

会
津

三
三

ノ
宮

　
雨

蝉
　

七
福

神
図

17.3×
44.0

13092

61
庚

子（
安

永
9）.春

春
風

楼
和

水
南

白
圭

　
福

寿
草

・
文

房
四

宝
図（

彩
色

）
「

彫
工

中
出

斗
園

」 包「
他

門
歳

旦
」

21.3×
28.7

9855

62
庚（

安
永

9）
住

蝶
亭

可
立

住
蝶

亭
可

立
宝

珠
・

鼠
図（

彩
色

）
19.5×

26.0
10005

63
癸

卯（
天

明
3）

霍
二

外
勢

南
小

雲
牛

図（
彩

色
）

包「
白

山
歳

旦
」

16.2×
46.3

9962
16258

6 4
丙

辰［
寛

政
8］

一
橋

庵
飛

沢
外

　
嵩

林（
英

一
峰

）
鷹

・
松

・
鳥

居
図（

彩
色

）
包「

他
連

歳
旦

」
18.0×

24.5
10014

65
午（

寛
政

10）.孟
春

酔
月

楼
玉

英
外

洞
左

松
図（

彩
色

）
包「

他
連

歳
旦

」
19.5×

53.3
14799

66
［

寛
政

12］
竹

径
舎

三
巴

紅
梅

花
図（

彩
色

）
包「

他
連

歳
旦

」
17.6×

8.7
9857

67
［

寛
政

12］
菊

岡
舎

鵬
羽

嶺
秀

旭
・

梅
・

烏
図（

彩
色

）
包「

他
連

歳
旦

」
19.6×

26.5
9852

68
丁

卯（
文

化
4）

花
月

庵
菊

露
改［

橋
本

］太
朗

寒
山

宝
船

図
包「

他
連

歳
旦

」
18.0×

23.8
15176

69
文

化
6

紀
府

塊
門

吹
上

連
柳

・
囲

炉
裏

図
「

橘
治

刀
」

36.3×
47.3

折
紙

16933

⑧狂
歌

等
70

丙
寅（

文
化

3）
花

晨
月

扇
一

柳
斎

豊
広

福
寿

草
・

置
物

図（
彩

色
）（

平
砂

書
）

「
月

扇
公

三
節

  平
砂

春
興

」
19.4×

28.4
21275-1

71
［

文
化

5］
桜

庵
芳

野
美

種
、

四
方

歌
垣

真
顔

外
辰

斎
［

狂
歌

］女
若

菜
摘

図（
彩

色
）

包「
諸

国
歳

旦
」

13.9×
18.8

29206

72
申（

享
和

2）
水

亭
行

也
外

先
ノ

宗
理

北
斎

［
狂

歌
］女

鍛
冶

図（
彩

色
）

宛「
享

和
二

壬
戌

年
 野

松
様

」
包「

殿
様

之
御

す
り

物
」

12.8×
17.2

21617

73
楽

成
丈

外
画

狂
人

北
斎

［
狂

歌
］女

初
鍬

図（
彩

色
）

包「
殿

様
之

御
す

り
物

」
13.6×

18.4
21618

7 4
峨

巒
堂

柱
仲

住
画

狂
老

人
北

斎
［

狂
歌

］鳶
凧

図（
彩

色
）

包「
殿

様
之

御
す

り
物

」
14.0×

17.9
21619

75
水

亭
行

也
辰

斎
［

狂
歌

］旭
・

白
梅

図（
彩

色
）

包「
殿

様
之

御
す

り
物

」
12.4×

17.4
21620

76
 

永
嘉

亭
波

静
外

永
春

翁
図（

彩
色

）
包「

殿
様

之
御

す
り

物
」

17.9×
24.7

21624

77
 

花
晨

亭
月

扇
豊

広
三

方
の

折
り

鶴
と

玄
武

・
打

ち
出

の
小

槌
・

共
白

髪
図 （

彩
色

）
包「

殿
様

之
御

す
り

物
」

21.5×
27.9

21625



文
書
館
紀
要
第
二
十
六
号
（
二
〇
一
三
・
三
）

二
四

彩
色
の
あ
る
も
の
は
数
え
る
程
し
か
な
い(((

。

　

絵
の
添
え
ら
れ
た
一
枚
摺
歳
旦
に
つ
い
て
み
る
と
、
数
は
七
七
点
あ
り
、
添
え

ら
れ
て
い
る
絵
は
、
墨
摺
の
も
の
か
ら
多
色
摺
ま
で
様
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
出

所
の
連
な
ど
で
八
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
年
代
順
に
整
理
し
一
覧
す
る
と
、
別

表
の
と
お
り
と
な
る
。

　

①
は
鴻
巣
の
布
袋
庵
柳
几
の
門
人
た
ち
で
あ
る
。
②
は
松
露
庵
鳥
酔
の
弟
子
箕

田
村
（
現
鴻
巣
市
）
の
文
郷
と
、
鳥
酔
の
跡
に
松
露
庵
三
世
を
継
い
だ
烏
明
の
門
人

で
あ
る
糠
田
連
・
箕
田
・
屈
巣
連
で
あ
る
。
③
は
武
藏
国
比
企
郡
松
山
町
（
現
東
松

山
市
）
の
左
文
、
二
川
を
中
心
と
す
る
連
で
あ
る
。
二
川
は
建
部
涼
袋
の
門
人
で
、

寛
政
期
に
は
、
柳
几
の
あ
と
布
袋
庵
を
継
い
だ
子
柳
也
の
門
人
に
名
を
連
ね
て
い

る
。
④
は
「
武
山
」
と
称
す
る
比
企
郡
青
山
村
（
現
小
川
町
）
の
対
茂
・
記
春
と
安

戸
村
（
現
同
町
）
の
三
枝
を
中
心
と
す
る
連
で
あ
る
。
抱
山
宇
門
瑟
の
門
人
の
系

統
で
、
文
化
四
年
に
は
、
荘
丹
と
の
交
流
が
あ
る
。
⑤
は
荘
丹
の
門
人
た
ち
の
連

で
、
特
に
川
田
谷
（
現
桶
川
市
）
の
菜
英
を
中
心
と
す
る
連
の
歳
旦
が
多
い
。
⑥

は
新
井
家
の
あ
る
久
保
田
村
周
辺
の
①
～
⑤
を
除
く
連
で
あ
る
。
⑦
は
江
戸
と
諸

国
か
ら
の
歳
旦
で
あ
る
。
⑧
は
大
名
摺
物
と
包
紙
に
あ
る
狂
歌
等
の
歳
旦
で
あ
る
。

　

①
②
③
④
は
佐
久
間
柳
居
の
門
人
の
系
統
で
あ
る
伊
勢
派
で
、
⑤
は
大
島
蓼
太

の
門
人
の
系
統
で
あ
る
雪
中
庵
系
で
あ
る
。
⑥
は
、
伊
勢
派
、
春
秋
庵
系
や
、
美

濃
派
の
竹
二
坊
と
交
流
の
あ
る
熊
谷
連
（
№
54
）、
新
井
野
松
の
子
桃
宜
（
尚
友

坊
）
と
交
流
の
あ
る
松
山
の
夜
雪
な
ど
で
あ
る
。
⑦
は
、「
他
門
歳
旦
」「
他
連
歳

旦
」
と
記
載
さ
れ
た
包
に
あ
っ
た
も
の
が
多
い
が
、
羽
州
尾
花
沢
連
や
紀
州
塊
門

な
ど
東
武
獅
子
門
に
属
す
る
連
の
も
の
も
あ
る
。

　

新
井
家
は
、
野
松
の
代
に
玄
武
坊
の
門
人
と
な
る
が
、
父
翅
紅
は
鳥
酔
の
門
人

で
あ
り(((

、
野
松
の
代
に
な
っ
て
か
ら
も
周
辺
地
域
の
伊
勢
派
と
の
交
流
は
引
き
続

き
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
新
井
（
侊
）
家
文
書
に
あ
る
絵
入
り
の
一
枚
摺

歳
旦
に
は
、
同
家
が
属
す
る
東
武
獅
子
門
と
は
「
他
門
」
「
他
連
」
と
な
る
伊
勢

派
や
雪
中
庵
系
の
歳
旦
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

絵
柄
は
、
正
月
の
門
松
・
注
連
飾
・
松
竹
梅
・
福
寿
草
・
柳
・
鶴
な
ど
の
鳥
・

蝶
・
海
老
・
宝
珠
な
ど
正
月
に
あ
っ
た
題
材
や
、
そ
の
年
の
干
支
に
ち
な
ん
だ
動

物
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
他
、
句
と
照
応
し
た
画
も
み
ら
れ
る
。
彩
色
は
、
多
色
の

も
の
、
一
二
色
の
も
の
、
色
を
施
さ
な
い
も
の
ま
で
様
々
で
あ
り
、
年
代
が
寛
政

期
以
降
に
多
色
摺
で
、
色
の
華
や
か
な
も
の
が
多
く
な
る
。

　

安
永
前
期
ま
で
の
も
の
は
、
歳
旦
の
天
部
や
地
部
に
竜
や
花
・
松
な
ど
の
絵
を

模
様
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
も
の
が
多
く
、
安
永
後
期
か
ら
の
も
の
に
な
る
と
、

巻
頭
部
に
絵
が
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
、
彩
色
は
一
色
か
ら
三
色
程
度

で
摺
ら
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
歳
旦
に
正
月
ら
し
さ
を
添
え
る
飾
り
の

絵
と
な
っ
て
い
る
。
寛
政
後
期
か
ら
に
な
る
と
、
絵
師
名
が
記
載
さ
れ
、
絵
柄
も

手
の
込
ん
だ
も
の
に
な
り
、
色
も
多
色
の
も
の
が
多
く
な
る
。
た
だ
、
武
山
連
の

歳
旦
は
、
寛
政
期
以
降
、
浮
世
絵
師
の
作
品
を
思
わ
せ
る
も
の
も
あ
る
が
、
絵
師

名
の
記
載
は
な
い
。

　

板
元
や
彫
師
名
の
記
載
の
あ
る
歳
旦
も
あ
る
。
№
69
紀
府
塊
門
吹
上
連
の
歳
旦

に
あ
る
「
橘
治
刀
」
は
、
京
都
の
板
元
橘
屋
治
兵
衛
で
、
美
濃
派
の
摺
物
を
多
く

手
が
け
、
蕪
村
の
絵
入
俳
書
の
板
元
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
№
45
菜
英
の
歳
旦
と

№
46
東
武
川
田
谷
連
の
歳
旦
に
あ
る
「
広
井
秀
峨
」
は
、
江
戸
の
彫
師
で
あ
る
が
、

美
濃
派
や
成
美
や
巣
兆
と
も
提
携
し
出
版
も
手
が
け
て
い
た(((

。
彫
師
名
と
し
て
は
、

№
61
春
風
楼
和
水
の
歳
旦
に
「
彫
工
中
出
斗
園
」
と
あ
る
。
販
売
を
目
的
と
し
て

作
製
さ
れ
た
も
の
で
な
い
た
め
、
板
元
や
彫
師
は
記
載
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
よ

う
で
あ
る
。



二
五

新
井
（
侊
）
家
文
書
に
み
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
（
兼
子
）

　

紙
質
は
奉
書
紙
の
も
の
が
多
く
、
大
き
さ
は
大
奉
書
全
紙
判
を
使
っ
た
も
の
、

そ
の
二
分
の
一
の
大
判
、
四
分
の
一
の
中
判
、
横
に
半
裁
し
た
長
判
、
八
分
の
一

以
下
の
豆
判
な
ど
様
々
で
あ
る
。
大
奉
書
全
紙
判
を
使
っ
た
も
の
は
、
折
紙
形
式

と
な
っ
て
い
る
。

　
二
　
絵
師
名
の
あ
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て

　

歳
旦
な
ど
の
摺
物
の
絵
を
浮
世
絵
師
に
依
頼
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
安
永

（
一
七
七
二
～
八
一
）期
以
降
で
あ
り
、
寛
政
期
か
ら
天
保
期
に
か
け
隆
盛
と
な
る
。

　

新
井
（
侊
）
家
文
書
で
も
同
様
で
、
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
絵
師
名
の
記
載
が
見

ら
れ
る
の
は
、
安
永
九
年
春
の
春
風
楼
和
水
（
№
61
）
と
、
同
年
の
住
蝶
亭
可
立

（
№
62
）
の
歳
旦
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
に
は
絵
師
名
の
記
載
が
な
い
。
寛
政
後
期

以
降
に
な
る
と
、
絵
師
名
を
記
載
す
る
歳
旦
も
増
え
、
著
名
な
浮
世
絵
師
の
名
も

見
え
る
。
特
に
、
⑦
江
戸
・
諸
国
、
⑧
狂
歌
等
に
多
く
、
埼
玉
県
関
係
で
は
⑤
荘

丹
一
門
の
歳
旦
に
専
門
の
絵
師
に
依
頼
し
た
も
の
が
多
く
、
注
目
で
き
る
。

　

そ
こ
で
、
新
井
（
侊
）
家
文
書
の
絵
入
り
歳
旦
摺
物
の
中
か
ら
、
寛
政
期
か
ら

文
化
期
に
か
け
て
摺
物
絵
師
と
し
て
活
躍
し
た
北
斎
及
び
北
斎
一
門
、
窪
俊
満
、

歌
川
豊
広
の
作
品
に
つ
い
て
、
次
に
紹
介
し
た
い
。

【
北
斎
】

　

北
斎
は
、
師
の
勝
川
春
章
没
後
に
勝
川
派
を
去
り
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

頃
に
琳
派
の
画
家
の
名
前
で
あ
る
俵
屋
宗
理
（
二
代
）
を
襲
名
し
て
い
る
。
俵
屋

宗
理
を
名
乗
る
一
門
は
、
狂
歌
刷
物
、
俳
諧
と
の
つ
な
が
り
が
深
く
、
と
く
に
雪

門
の
大
島
完
来
（
雪
中
庵
四
世
）
や
、
岩
波
午
心
（
葎
雪
庵
）
な
ど
と
提
携
し
た

俳
諧
刷
物
が
多
い
。
し
か
し
、
北
斎
は
、
こ
の
宗
理
号
を
寛
政
十
年
秋
頃
迄
に
門

人
宗
二
に
譲
り
、
北
斎
辰
政
と
号
し
て
独
立
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

　

№
35
の
寛
政
十
年
春
の
水
石
・
菜
英
の
歳
旦
（
図
１
）
に
北
斎
改
名
前
の
「
宗

理
画
」
で
旭
に
松
の
図
を
描
い
て
い
る
。
歳
旦
に
は
、
荘
丹
と
と
も
に
、
雪
門
の

午
心
・
雪
萬
が
句
を
添
え
て
い
る
。

　

北
斎
の
名
の
あ
る
作
品
は
四
点
あ
る
。
№
72
は
、
水
亭
行
也
外
三
名
の
狂
歌
歳

旦
（
図
２
）
で
、「
先
ノ
宗
理　

北
斎
画
」
と
あ
る
女
刀
鍛
冶
図
に
は
描
か
れ
る

刀
・
槌
や
女
性
の
着
物
の
襟
・
絵
模
様
に
銀
泥
が
施
さ
れ
て
い
る
。
「
宗
理
美

人
」
と
称
さ
れ
る
瓜
実
顔
の
女
性
二
人
の
躍
動
感
あ
る
動
き
を
感
じ
さ
せ
る
。

「
申
の
と
し
」
は
、
享
和
二
年
と
な
る
。
№
73
は
、
楽
成
丈
外
四
名
の
狂
歌
歳
旦

（
図
３
）
で
、「
画
狂
人　

北
斎
画
」
と
あ
る
、
鍬
を
担
ぎ
、
松
飾
り
を
手
に
持
ち
、

鍬
入
に
む
か
う
女
の
図
で
あ
る
。
鍬
先
や
帯
の
模
様
が
銀
泥
で
描
か
れ
て
い
る
。

№
74
は
、
峩
巒
堂
柱
仲
住
の
狂
歌
歳
旦
（
図
４
）
で
「
画
狂
老
人
北
斎
於
而
天
王

橋
之
辺
ニ
写
」
と
あ
る
鳶
凧
図
で
あ
る
。
細
い
竹
の
籤
に
黄
色
を
、
凧
糸
に
銀
色

を
入
れ
た
、
手
の
込
ん
だ
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
№
73
・
№
74
と
も
に
年
の
記
載

は
な
い
が
、「
画
狂
人
」「
画
狂
老
人
」
の
使
用
か
ら
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

か
ら
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
ま
で
の
作
品
と
み
ら
れ
る
。

　

№
42
川
田
谷
黄
蝶
堂
菜
英
の
歳
旦
（
図
５
）
は
、「
九
々
蜃　

北
斎
画
（
印
）」

と
落
款
が
あ
り
、「
丑
の
と
し
」
は
文
化
二
年
で
あ
る
。
菜
英
の
句
と
と
も
に
荘

丹
と
雪
中
庵
（
完
来
）
の
句
を
載
せ
て
い
る
。
袋
に
は
「
三
節　

黄
蝶
堂
」
と
あ

り
、
料
紙
の
天
部
に
金
線
を
施
し
、
芭
蕉
と
紅
梅
、
空
摺
の
狆
、
依
頼
主
の
号
に

因
ん
で
黄
蝶
を
描
い
て
い
る
。
小
さ
い
が
、
地
面
の
砂
ま
で
丁
寧
に
描
い
た
贅
沢

な
作
品
で
あ
る
。

【
北
斎
一
門
】

　

北
斎
一
門
と
し
て
は
、
宗
理
（
三
代
）
と
辰
斎
の
作
品
が
あ
る
。
宗
理
・
辰
斎

と
も
に
狂
歌
刷
物
、
狂
歌
絵
本
の
挿
絵
を
多
く
描
い
て
い
る
絵
師
で
あ
る
。



文
書
館
紀
要
第
二
十
六
号
（
二
〇
一
三
・
三
）

二
六

　

宗
理
の
作
品
は
、
新
井
（
侊
）
家
文
書
の
な
か
で
は
六
点
あ
る
。
北
斎
か
ら
寛

政
十
年
に
宗
理
名
を
譲
渡
さ
れ
、
翌
十
一
年
の
№
51
武
藏
国
埼
玉
郡
若
小
玉
村

（
現
行
田
市
）
の
五
葉
亭
千
翅
と
曽
林
舎
寛
者
の
歳
旦
（
図
６
）
に
、「
宗
理
画
」

で
墨
摺
の
富
士
山
の
図
を
描
か
き
、
十
二
年
に
は
、「
申
の
年　

武
か
わ
た
や
」

と
あ
る
№
37
武
藏
国
足
立
郡
川
田
谷
（
現
桶
川
市
）
の
水
石
・
菜
英
・
赤
洲
の
歳

旦
（
図
７
）
に
、
彩
色
で
柳
と
紅
梅
・
貴
人
蹴
鞠
図
を
描
い
て
い
る
。

　

享
和
二
年
に
は
、
№
38
黄
蝶
堂
集
の
歳
旦
（
図
８
）
と
№
39
椿
之
・
菜
英
外
の

歳
旦
（
図
９
）
の
二
つ
に
絵
を
描
い
て
い
る
。
№
38
は
、
川
田
谷
の
菜
英
が
集
め

た
荘
丹
と
そ
の
門
人
二
四
名
の
発
句
に
、
宗
理
が
荘
丹
の
句
と
の
関
連
で
葉
の
残

る
帳
屋
の
笹
竹
図
を
彩
色
で
添
え
て
い
る
。
句
と
画
が
照
応
し
た
一
枚
摺
と
な
っ

て
い
る
。
門
人
の
範
囲
は
、
足
立
郡
か
ら
入
間
郡
・
比
企
郡
ま
で
及
ぶ
。
№
39
は
、

荘
丹
の
庇
護
者
と
し
て
知
ら
れ
る
川
田
谷
の
椿
之
と
子
松
年
、
菜
英
と
荘
丹
・
午

心
の
発
句
に
、
宗
理
の
旭
・
松
・
貴
人
の
図
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
松
葉
に
は
金

色
を
使
用
し
て
い
る
。

　

№
41
は
「
甲
子
の
と
し　

東
武
川
田
谷
」
と
あ
り
、
す
な
わ
ち
享
和
四
年
、
川

田
谷
の
菜
英
と
松
年
の
歳
旦
（
図
10
）
で
、
午
心
と
荘
丹
が
句
を
添
え
、
宗
理
が

越
後
獅
子
と
童
の
彩
色
の
あ
る
図
を
載
せ
て
い
る
。
獅
子
の
髪
を
空
摺
、
太
鼓
に

銀
色
、
童
の
帯
や
地
面
の
砂
に
金
色
を
使
う
な
ど
豪
華
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
№
44
は
、
文
化
五
年
の
菜
英
単
独
の
歳
旦
（
図
11
）
で
、
縮
緬
紙
を
使
用
し
、

「
菱
川
宗
理
画
」
と
し
て
柳
・
空
摺
の
白
梅
に
扇
面
を
描
き
、
扇
面
中
に
菜
英
の

二
句
が
書
か
れ
て
い
る
。
扇
面
の
天
地
に
は
墨
摺
の
上
に
金
色
を
重
ね
て
い
る
。

　

宗
理
の
作
品
の
う
ち
五
点
が
川
田
谷
の
菜
英
の
関
係
で
あ
る
。

　

辰
斎
の
作
品
と
し
て
は
、
№
71
と
№
75
の
二
点
あ
り
、
と
も
に
狂
歌
歳
旦
で
あ

る
。
№
71
は
、
文
化
五
年
の
狂
歌
四
天
王
の
一
人
で
あ
る
四
方
歌
垣
真
顔
と
秋
長

堂
物
簗
、
森
羅
亭
万
象
な
ど
数
寄
屋
連
の
歳
旦
（
図
12
）
で
、
紅
梅
と
柳
の
下
で

若
菜
を
摘
む
高
下
駄
の
女
性
二
人
を
描
い
て
い
る
。
女
性
の
衣
装
の
紋
様
は
金
色

を
使
用
し
て
い
る
。
№
75
は
、
年
紀
の
記
載
の
な
い
「
水
亭
行
也
」
の
歳
旦
（
図

13
）
で
、
旭
に
白
梅
図
で
あ
る
。
白
梅
の
花
を
空
摺
で
描
い
て
い
る
。

【
窪
俊
満
】

　

窪
俊
満
は
、
北
尾
重
政
の
門
人
で
、
北
斎
の
活
躍
す
る
寛
政
期
以
前
に
す
で
に

工
房
を
も
ち
、
狂
歌
本
、
摺
物
の
画
を
多
く
描
い
て
い
た
。
俊
満
の
作
品
で
は
、

№
43
の
文
化
四
年
の
東
武
川
田
谷
連
の
椿
之
と
松
年
の
親
子
の
歳
旦
（
図
14
）
で
、

午
心
と
荘
丹
が
句
を
添
え
る
。
魚
模
様
の
硯
・
墨
・
水
差
し
・
筆
と
梅
図
の
筆
立

を
描
い
た
図
で
あ
る
。
椿
之
の
句
に
合
わ
せ
た
硯
の
図
で
あ
る
。
ま
た
、
墨
・
水

差
し
・
筆
立
の
足
部
に
は
、
墨
色
の
上
に
金
色
を
重
ね
て
い
る
。
「
俊
満
」
の
丸

い
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

【
歌
川
豊
広
】

　

歌
川
豊
広
は
、
歌
川
豊
春
の
門
人
で
、
肉
筆
美
人
画
に
優
れ
、
黄
表
紙
、
読
本

等
板
本
の
挿
絵
に
も
活
躍
す
る
。
豊
広
の
門
人
に
は
広
重
が
い
る
。
豊
広
の
作
品

と
し
て
は
、
№
70
と
№
77
の
花
晨
亭
月
扇
の
歳
旦
（
図
15
・
16
）
が
あ
る
。
№
70
は
、

鉢
植
え
の
福
寿
草
と
、
台
上
の
月
暦
の
置
物
図
で
、
置
物
に
「
丙
寅
」
と
あ
り
、

文
化
三
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
№
70
の
包
紙
に
「
の
し　

月
扇
公
三
節
、
平

砂
春
興
」
と
あ
り
、
万
葉
庵
平
砂
（
二
代
目
）
の
春
興
の
発
句
短
冊
と
と
も
に
同
封

さ
れ
て
い
る
。
№
77
は
、
金
と
銀
の
折
り
鶴
と
玄
武
を
載
せ
た
三
方
に
打
ち
出
の

小
槌
・
分
銅
を
付
け
た
共
白
髪
図
で
あ
る
。
最
後
に
「
万
葉
老
人
書
」
と
あ
る
。

二
点
と
も
花
晨
亭
月
扇
が
絵
を
豊
広
、
書
を
平
砂
に
依
頼
し
た
歳
旦
で
あ
る
。

　

な
お
、
№
40
東
武
足
立
連
の
歳
旦
に
あ
る
布
袋
・
唐
子
図
の
絵
師
「
滝
広
」
も

豊
広
の
門
人
で
あ
る
。



二
七

新
井
（
侊
）
家
文
書
に
み
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
（
兼
子
）

　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
新
井
（
侊
）
家
文
書
に
残
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

　

同
家
の
絵
入
り
歳
旦
摺
物
は
、
新
井
家
の
属
す
る
東
武
獅
子
門
の
「
他
門
歳

旦
」
で
あ
り
、
佐
久
間
柳
居
の
弟
子
た
ち
の
組
織
し
た
連
の
も
の
、
い
わ
ゆ
る
伊

勢
派
の
歳
旦
と
、
雪
中
庵
系
の
鈴
木
荘
丹
の
門
人
の
歳
旦
、
そ
し
て
狂
歌
等
の
歳

旦
に
多
い
。
美
濃
派
の
東
武
獅
子
門
の
関
係
の
歳
旦
に
は
、
全
く
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
数
は
極
め
て
少
な
い
。

　

県
内
で
は
、
俳
書
に
絵
が
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
元
文
三
年
（
一
七
三

八
）
に
す
で
に
あ
る(((

。
摺
物
に
つ
い
て
は
、
県
内
で
い
つ
頃
か
ら
句
に
絵
が
添
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
、
ま
だ
明
確
に
わ
か
っ

て
い
な
い
。
新
井
（
侊
）
家
文
書
の
歳
旦
摺
物
で
見
る
か
ぎ
り
で
は
、
絵
入
り
の

歳
旦
摺
物
は
明
和
期
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
絵
師
名
の
あ
る
も
の
は
安
永

末
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
名
の
知
れ
た
絵
師
が
登
場
す
る
の
は
、

寛
政
十
年
以
降
で
あ
る
。
絵
師
は
、
北
斎
、
北
斎
の
門
人
の
宗
理
と
辰
斎
、
窪
俊

満
、
歌
川
豊
広
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
歳
旦
に
添
え
ら
れ
た
絵
は
、
本
稿
で

は
紹
介
し
な
か
っ
た
が
、
荘
丹
の
門
人
た
ち
の
歳
旦
や
「
武
山
」
連
の
歳
旦
な
ど

は
、
絵
師
名
が
な
く
て
も
、
力
の
入
っ
た
作
品
が
多
い
。

　

絵
入
り
歳
旦
摺
物
は
、
文
化
期
以
降
広
範
な
広
が
り
を
み
せ
、
量
的
に
も
か
な

り
の
数
と
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

新
井
（
侊
）
家
文
書
で
は
、
文
化
十
四
年
以
降
の
歳
旦
が
極
端
に
減
少
し
、
絵

入
り
歳
旦
摺
物
の
動
向
を
追
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
明
和
期
か
ら
文
化
期
ま
で

の
県
内
の
動
向
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

新
井
（
侊
）
家
文
書
は
、
県
内
の
絵
入
り
歳
旦
摺
物
の
流
行
す
る
初
期
か
ら
、

展
開
す
る
寛
政
か
ら
文
化
期
の
傾
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
東
武
獅
子
門
の
よ
う

に
絵
入
り
歳
旦
摺
物
を
ほ
と
ん
ど
作
成
し
な
い
派
も
あ
る
一
方
に
、
伊
勢
派
や
雪

中
庵
系
の
よ
う
に
絵
入
り
歳
旦
摺
物
を
作
成
す
る
派
も
あ
り
、
県
内
の
動
向
ば
か

り
で
な
く
、
江
戸
を
は
じ
め
諸
国
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で

あ
る
と
い
え
る
。

註⑴
収
蔵
文
書
目
録
第
49
集
「
新
井
（
侊
）
家
文
書
目
録
（
１
）」（
平
成
二
十
二
年
三
月
）。
同
第
51
集
「
同

（
２
）」（
平
成
二
十
四
年
三
月
）。

⑵
小
林
甲
子
男
「
新
井
家
俳
諧
資
料
目
録
」（
平
成
二
年
、
私
家
版
）。
同
「
俳
句
の
本
領
─
能
静
・
鈴
木
荘

丹
の
生
涯
─
」（
平
成
二
十
三
年
六
月
）。
加
藤
定
彦
・
外
村
展
子
編
『
関
東
俳
諧
叢
書
』
第
八
巻

（
一
九
九
七
年
二
月
）、『
同
』第
一
二
巻（
同
年
一
一
月
）、『
同
』（
二
〇
〇
二
年
一
一
月
）。
鹿
島
美
千
代

「
美
濃
派
俳
書
の
版
元
に
つ
い
て
」（『
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
』七
巻
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

⑶
浅
野
秀
剛
「
摺
物
概
観
」（
千
葉
市
美
術
館
展
示
図
録
『
粋
人
た
ち
の
贈
り
物 

江
戸
の
摺
物
』
平
成
九
年

一
〇
月
）。
雲
英
末
雄
「
俳
諧
一
枚
摺
に
つ
い
て
」（
柿
衛
文
庫
調
査
図
録
第
三
号
『
俳
諧
一
枚
摺
』
平
成

三
年
四
月
）。
永
田
生
慈
「
北
斎
の
画
業
と
研
究
課
題
」（
東
京
国
立
博
物
館
展
示
図
録
『
北
斎
展
』

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
。

⑷
表
紙
共
紙
の
横
本
で
、
大
和
と
じ
の
簿
冊
が
多
い
。

⑸
伊
勢
派
柳
几
率
い
る
東
武
鴻
巣
連
で
は
表
紙
に
淡
彩
の
八
仙
観
百
川
画
海
老
・
蜜
柑
図
を
使
用
し
、

蜜
柑
に
は
う
す
く
黄
色
を
彩
色
し
て
い
る（
文
書
番
号
一
三
五
三
六
外
）。
ま
た
、
享
和
四
年「
焦
門
歳

旦
三
物
」（
二
四
一
三
七
・
二
四
一
三
八
）
は
、
京
都
の
橘
屋
治
兵
衛
で
摺
っ
た
全
国
の
美
濃
派
の
歳
旦

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
に
絵
を
入
れ
た
も
の
や
、
絵
の
中
に
題
字
を
入
れ
た
も
の
も
あ
る
。

句
に
添
え
ら
れ
た
絵
と
し
て
は
、
湖
東
蝸
牛
庵
社
中
歳
旦
の
文
音
に
あ
る
大
江
丸
の
句
に
併
画
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
鋤
・
鍬
図
だ
け
で
あ
り
、
す
べ
て
彩
色
は
な
い
。
美
濃
派
で
は
、
福
井
、
紀
州
、

三
河
な
ど
一
部
を
除
き
、
絵
は
添
え
て
い
な
い
。
絵
柄
は
、
正
月
の
門
松
・
注
連
飾
・
凧
・
松
竹

梅
・
鶴
な
ど
で
あ
り
、
錦
帯
橋
図
は
連
の
あ
る
地
域
の
名
所
が
描
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。

　
　

こ
の
外
に
、
表
紙
等
に
絵
を
そ
え
た
歳
旦
帖
に
は
、
越
丸
岡
（
九
八
七
九
）、
羽
州
最
上
千
歳
山
連

中
（
九
八
八
七
）、
鴈
行
舎
（
一
〇
〇
一
五
）、
越
新
潟
（
一
〇
六
五
九
）、
武
陽
八
王
子
（
一
二
〇
〇
五
）、

仙
府
獅
子
門
（
一
三
八
八
四
）、
浪
花
連
（
一
六
九
三
五
）
が
あ
る
。
ま
た
、
東
武
菜
英
集
の
文
化
丁
卯

年「
千
代
み
く
さ
」（
一
五
一
六
九
）の
表
紙
見
返
し
に
は
文
江
陳
人
画
の
梅
・
松
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

⑹
針
谷
浩
一
「
久
保
田
村
新
井
家
に
縁
の
あ
る
俳
人
た
ち
―
そ
の
一
―
」（『
文
書
館
紀
要
』
二
四
号 

平
成

二
十
三
年
三
月
）。

⑺
前
掲
⑵
鹿
島
美
千
代
論
文
。

⑻
拙
稿「
武
州
忍
の
俳
人
編
集
に
よ
る
絵
俳
書『
枝
紅
葉
』に
つ
い
て
」（『
埼
玉
県
立
博
物
館
紀
要
』第
三
一

号
、
平
成
一
八
年
三
月
）。

付
記

　

本
稿
の
資
料
解
読
に
あ
た
っ
て
は
、
室
清
氏
、
重
田
正
夫
氏
、
石
岡
康
子
氏
、
石
塚
由
紀
子
氏
、
西
野

栄
子
氏
、
藤
原
三
枝
子
氏
、
村
岡
克
子
氏
、
山
下
た
か
子
氏
と
共
同
で
解
読
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
平
成
二
十
五
年
二
月
一
日　

記
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
六
号
（
二
〇
一
三
・
三
）

二
八

【
文
書
翻
刻
】

№
35　

黄
蝶
堂
菜
英
外
歳
旦
（
文
書
番
号
一
四
八
〇
六
、
二
一
六
二
二
）

　
　

宗
理
画
（
旭
・
松
図
、
彩
色
）

　
　
　

歳
旦

日
お
も
て
の
か
ら
紅
ゐ
や
は
つ
烏　
　
　

涓
々
窓
水
石

し
ろ
き
歯
の
あ
る
し
と
な
れ
り
家
の
春　

黄
蝶
堂
菜
英

　
　
　

年
尾

筆
は
め
て
度
か
し
く
雪
の
梅　
　
　
　

石

た
る
事
の
矩
の
あ
ま
り
や
除
夜
の
夢　

英

　
　
　

○

灯
の
関
屋
を
出
た
り
春
の
月　
　
　
　

文
来
庵
雪
萬

落
鳳
中
や
駒
の
啼
に
引
て
ゆ
く　
　
　

葎
雪
庵
午
心

一
吟
の
使
来
に
け
り
ん
め
か
奥　
　
　

菜
窓　

荘
丹

　
　

寛
政
十
午
春

№
37　

武
か
わ
た
や
連
歳
旦
（
文
書
番
号
二
一
六
二
六
）

（
端
裏
付
紙
）「
寛
政
十
二
庚
甲
年　

野
松
様
」

　

宗
理
画
（
柳
・
貴
人
蹴
鞠
図
、
彩
色
）

　
　
　

歳
旦

初
暦
ひ
ら
け
ハ
槑
も
萬
よ
し　
　
　

涓
々
窓
水
石

ほ
の
〳
〵
と
笑
む
趣
や
初
筑
波　
　

黄
蝶
堂
菜
英

武
蔵
野
の
春
に
社
見
ん
初
日
影　
　

嚶
鳴
館
赤
洲

　
　
　

春
興

今
日
も
ま
た
空
に
友
あ
り
い
か
の
ほ
り　

石

慰
め
と
く
す
り
て
ふ
へ
き
春
の
園　
　

英

指
さ
し
て
夢
や
か
た
ら
ん
春
の
不
二　

洲

　
　
　

○

鴬
や
山
を
離
れ
ぬ
芝
の
鐘　
　
　
　
　

文
来
庵
雪
萬

春
の
夜
や
夢
は
か
り
な
る
鮓
の
圧　
　

菜
窓　

荘
丹

　
　

右
申
の
年

　
　
　
　
　

武
か
わ
た
や

№
38　

黄
蝶
堂
集
歳
旦
（
文
書
番
号
二
一
六
二
一
）

　
　

宗
理
画
（
帳
屋
の
竹
図
、
彩
色
）

　
　
　

春
興

焼
筆
の
と
ゝ
か
ぬ
峯
の
雪
解
か
な　
　

川
田
谷　

菜
英

あ
さ
か
ほ
の
朔
日
な
り
け
り
春
の
雪　
　

同　
　

梅
芳

御
製
に
も
あ
つ
か
る
右
近
桜
か
な　
　
　

同　
　

山
芝

五
合
帆
に
青
き
高
瀬
の
柳
か
な　
　
　
　

同　
　

白
泉

春
風
の
結
ん
て
ハ
と
く
や
な
き
か
な　
　

同　
　

花
蝶

う
く
ひ
す
や
谷
を
忘
れ
て
軒
の
花　
　
　

同　
　

扇
龍

若
草
や
土
手
の
行
衛
も
春
の
色　
　
　
　

同　
　

楚
花

き
れ
凧
や
住
に
し
雲
の
は
な
れ
際　
　
　

同　
　

椿
之

さ
き
〳
〵
て
香
こ
そ
凝
ら
め
梅
の
花　
　

同　
　

松
年

東
風
吹
や
開
く
扇
の
春
け
し
き　
　
　
　

同　
　

白
羽

物
直
に
う
つ
る
木
影
の
や
な
き
か
な　
　

同　
　

英
益

吉
原
や
夜
の
花
実
の
百
千
鳥　
　
　
　
　

領
家　

双
杜

か
ら
堀
に
な
か
れ
も
あ
へ
す
根
白
草　
　

同　
　

白
石



二
九

新
井
（
侊
）
家
文
書
に
み
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
（
兼
子
）

日
の
春
の
色
三
囲
の
木
の
芽
哉　
　
　
　
　

畔
吉　

白
袁

下
萌
や
野
駒
の
蹄
恙
な
く　
　
　
　
　
　
　

同　
　

坐
来

折
添
る
樽
に
野
梅
や
節
戻
り　
　
　
　
　
　

中
分　

有
僕

水
ぬ
る
み
ぬ
る
ミ
〳
〵
て
う
き
ゝ
か
な　
　

平
方　

呑
江

引
汐
に
日
あ
ら
ハ
な
り
麁
朶
の
く
り　
　
　

同　
　

千
鵞

大
道
髪
の
如
し
帳
屋
の
竹
の
う
す
霞　
　
　

与
野　

荘
丹

古
井
戸
に
茶
筌
と
う
し
の
柳
哉　
　
　
　
　

六
郎　

吟
杏

は
る
な
れ
や
青
き
手
綱
の
勇
ミ
駒　
　
　
　

同　
　

笑
語

姑
ハ
跡
か
ら
行
か
嫁
菜
つ
ミ　
　
　
　
　
　

出
丸
下
郷　

如
雪

砂
に
か
く
お
も
ひ
の
は
し
よ
土
筆　
　
　
　

同　

西
谷　

松
雨

夕
柳
姿
ハ
民
の
け
ふ
り
哉　
　
　
　
　
　
　

八
ッ
林　

英
雨

う
く
ひ
す
の
声
や
た
ゝ
み
し
小
傘　
　
　
　

唐
子　

有
台

　
　

壬
戌
の
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄
蝶
堂
集

№
39　

黄
蝶
堂
菜
英
外
歳
旦
（
文
書
番
号
二
一
六
一
六
）

（
包
紙
）「
東
武
吉
見　

鏡
裏
御
房
様　

歳
旦
入　

柳
糸
拝
」

　
　

宗
理
画
（
旭
・
松
・
貴
人
図
、
彩
色
）

　
　
　

戌
歳
旦

　
　
　
　
　
　

春
興

千
代
恵
む
日
を
ま
つ
門
の
飾
哉　
　
　

清
友
亭
椿
之

元
旦
や
し
つ
か
に
松
の
影
み
と
り　
　
　
　
　

松
年

初
そ
ら
や
日
を
は
ゝ
か
り
の
青
畳　
　

黄
蝶
堂
菜
英

春
な
れ
や
浅
井
に
深
き
水
薫
る　
　
　
　
　
　
　

之

春
雨
や
歌
舞
伎
の
曽
我
の
夢
心　
　
　
　
　
　
　

年

義
之
か
引
筆
の
す
さ
み
か
春
の
川　
　
　
　
　
　

英

　
　
　
　

○

外
曲
輪
の
井
も
朝
は
汲
柳
か
な　
　
　

葎
雪
庵
午
心

春
雨
に
腹
ふ
く
る
ゝ
や
歌
ふ
く
ろ　
　

菜
窓　

荘
丹

№
41　

東
武
川
田
谷
連
歳
旦
（
文
書
番
号
二
九
九
一
三
）

　
　

宗
理
画
（
越
後
獅
子
図
、
彩
色
）

歳
首　

恒
の
産
の
せ
ハ
し
き
に

発
句
も
出
来
侍
ら
ハ
ぬ
と
も

明
の
春　
　

黄
蝶
堂
菜
英

蓬
莱
の
榧
か
ち
栗
や

さ
ゝ
れ
石　
　

栄
亭
松
年

春
興　

う
く
ひ
す
の
息
に
解
る
よ

岩
間
水
と
し
待
た
す
丈
に

　
　
　
　

も
の
皆
能
安
し　

英

猫
の
妻
追
へ
は
見
帰
る
う
ら
み
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葎
雪
庵
午
心

梅
や
な
き
造
化
の
対
句
う
つ
く
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
静
荘
丹

　
　

甲
子
の
と
し　
　
　

東
武
川
田
谷

№
42　

川
田
谷
黄
蝶
堂
菜
英
歳
旦
（
文
書
番
号
一
七
五
七
二
）

（
袋
）「
三
節　
　

黄
蝶
堂
」



文
書
館
紀
要
第
二
十
六
号
（
二
〇
一
三
・
三
）

三
〇

　
　

九
々
蜃
北
斎
画
（
梅
・
狆
・
黄
蝶
図
、
彩
色
）

　
　

嘉
時

庭
訓
に
う
ち
ま
か
せ
け
り
家
の
春　
　

黄
蝶
堂
菜
英

　
　

急
景

飼
尨
の
耳
ふ
り
た
て
つ
煤
払　
　
　
　

同

　
　

春
興

茶
心
の
さ
れ
は
そ
梅
に
庭
草
履　
　
　

同

几
巾
柾
木
の
か
つ
ら
い
か
な
ら
む　
　

能
静
荘
丹

う
く
い
す
の
覗
て
啼
や
連
歌
堂　
　
　

雪
中
庵

　
　

丑
の
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
田
谷

№
43　

東
武
川
田
谷
連
歳
旦
（
文
書
番
号
一
五
一
七
〇
）

（
端
裏
付
紙
）「
野
松
様
」

（
印
）「
俊
満
」（
文
房
具
図
、
彩
色
）

　
　
　

歳
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
武
川
田
谷

か
く
は
か
り
尽
せ
ぬ
海
や
は
つ
硯　
　

清
友
亭
椿
之

蓬
莱
に
真
向
の
富
士
の
外
面
哉　
　
　

菊
亭　

松
年

　
　
　

春
興

鴬
や
と
ゝ
ま
る
と
こ
ろ
お
し
え
鳥　
　
　
　
　

同

妹
か
軒
か
ゝ
み
に
う
つ
る
柳
か
な　
　
　
　
　

之

　
　
　

同

正
月
も
す
え
や
山
家
の
た
き
ゝ
馬　
　

群
蜂　

午
心

　
　

晋
子
か
い
て
物
見
さ
む
と
あ
る
に
又

紅
梅
ハ
大
太
刀
を
さ
す
若
衆
か
な　
　

能
静　

荘
丹

　
　

卯
春

№
44　

菜
窓
菜
英
歳
旦
（
文
書
番
号
一
五
五
九
四
・
二
九
二
〇
五
）

　
　

菱
川
宗
理
画
（
梅
・
扇
面
図
、
淡
彩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菜
窓
菜
英

賑
に
し
て
よ
く
静
な
る
御
慶
哉

梅
や
な
き
こ
ゝ
ろ
〳
〵
の
品
さ
た
め

　
　
　

辰
と
し

№
51　

武
若
小
玉
連
歳
旦
（
文
書
番
号
二
一
六
二
三
）

　
　

宗
理
画
（
富
士
山
図
）

　

己
未　
　
　
　
　
　
　
　

武
若
小
玉

　
　
　

歳
旦

門
々
の
松
に
こ
そ
あ
れ
時
津
風　
　
　

五
葉
亭
千
翅

君
か
代
の
不
老
門
な
り
松
か
さ
り　
　

曽
林
舎
寛
者

　
　
　

春
興

蔵
あ
れ
ハ
た
そ
風
し
ら
ね
梅
の
花　
　

寛
者

幾
人
て
一
畴
わ
け
る
若
菜
哉　
　
　
　

千
翅

　
　
　

同

雛
鶴
の
生
た
つ
春
の
日
脚
哉　
　
　
　

尚
入



三
一

新
井
（
侊
）
家
文
書
に
み
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
（
兼
子
）

№
70　

花
晨
月
扇
歳
旦
（
文
書
番
号
二
一
二
七
五
―
一
）

　

一
柳
斎
豊
広
画
（
印
）「
歌
川
」（
福
寿
草
・
置
物
図
、
彩
色
）

　
　
　

歳
旦

屠
蘇
ハ
と
そ
得
手
の
酒
く
む
睦
月
哉

　
　

春
興

若
菜
つ
む
野
に
お
も
し
ろ
の
吹
雪
か
な

　
　

歳
暮

花
を
縫
て
心
に
春
や
衣
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
晨
月
扇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
砂
書

№
71　

桜
庵
芳
野
美
種
外
狂
歌
歳
旦
（
文
書
番
号
二
九
二
〇
六
）

　
　

辰
斎
画
（
紅
梅
・
柳
・
女
若
菜
摘
図
、
彩
色
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
庵
芳
野
美
種

淡
雪
の
ふ
る
野
に
出
て
は
つ
若
菜
つ
め
と
も
さ
ほ
と
た
ま
ら
さ
り
け
り

朝
風
に
軒
の
蜘
の
巣
は
ら
ハ
せ
て
す
く
さ
ま
糸
を
春
の
青
柳

　
　
　

○　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
羅
亭
万
象

壁
ひ
と
へ
と
な
り
か
く
な
り
匂
ひ
来
て
と
ち
ら
へ
も
よ
き
中
垣
の
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
長
堂
物
簗

初
瀬
詣
ふ
て
な
か
ら
若
菜
を
つ
ま
紅
粉
の
は
け
し
か
れ
ケ
ハ
明
ぬ
春
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
方
歌
垣
真
顔

水
結
ふ
邪
魔
な
柳
と
去
年
の
去
年
の
夏
む
す
ひ
し
ま
ゝ
に
み
と
り
結
へ
り

№
72　

水
亭
行
也
外
狂
歌
歳
旦
（
文
書
番
号
二
一
六
一
七
）

（
端
裏
付
紙
）「
享
和
二
壬
戌
年　

野
松
様
」

　
　

先
ノ
宗
理
北
斎
画
（
女
刀
鍛
冶
図
、
彩
色
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
亭
行
也

春
た
て
る
そ
の
ミ
な
も
と
ハ
名
剣
の
う
す
み
と
り
ま
そ
霞
む
あ
つ
ま
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
山
茂
留

ね
の
日
す
る
大
宮
人
に
立
ま
し
り
か
す
ミ
も
ひ
く
や
野
辺
の
小
松
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
山
正
木

朝
霧
た
つ
て
舞
子
か
浦
風
に
な
ミ
の
鼓
も
は
る
に
な
る
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
調
法
師

手
綱
に
も
ち
と
ゆ
う
り
あ
る
朝
霞
引
つ
ゝ
き
た
る
馬
場
の
初
春

　
　

申
の
と
し

№
73　

楽
成
丈
外
狂
歌
歳
旦
（
文
書
番
号
二
一
六
一
八
）

　
　

画
狂
人
北
斎
画
（
女
初
鍬
入
図
、
彩
色
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽
成
丈

春
さ
れ
ハ
と
く
る
氷
の
水
鏡
門
田
に
う
つ
る
山
の
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
館
百
成

三
方
の
う
へ
野
あ
た
り
の
若
草
を
喰
積
に
す
る
春
の
あ
ら
駒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
人
随

春
さ
れ
ハ
か
た
山
里
の
人
の
気
も
和
ら
き
て
聞
鴬
の
歌

　
　

○　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
鍬
有
門
人

月
星
の
夜
も
つ
ま
れ
ハ
お
の
つ
か
ら
日
を
引
の
ハ
す
鴬
の
声



文
書
館
紀
要
第
二
十
六
号
（
二
〇
一
三
・
三
）

三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酔
亀
亭
広
丸

金
へ
ん
の
文
字
て
ふ
鍬
の
い
れ
初
や
作
り
の
あ
き
の
方
に
向
ひ
て

№
74　

峨
巒
堂
柱
仲
住
狂
歌
歳
旦
（
文
書
番
号
二
一
六
一
九
）

　
　

画
狂
老
人
北
斎
於
而
天
王
橋
之
辺
ニ
写
（
鳶
凧
図
、
彩
色
）

青
柳
の
い
と
け
な
き
子
も
春
く
れ
ハ

几
巾
に
な
ひ
け
る
風
の
手
遊
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峨
巒
堂
柱
仲
住

№
75　

水
亭
行
也
狂
歌
歳
旦
（
文
書
番
号
二
一
六
二
〇
）

　
　

辰
斎
画
（
旭
・
白
梅
図
、
彩
色
）

　

東
都
に
老
店
を
し
つ
ら
ひ
て
め
て
た
き
春
を
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
亭
行
也

曲
け
形
に
一
株
と
な
る
梅
の
や
と

　
　
　

四
方
に
は
ひ
こ
る
ね
さ
し
見
え
た
り

№
77　

花
晨
亭
月
扇
歳
旦
（
文
書
番
号
二
一
六
二
五
）

　
　

豊
広
画
（
小
槌
・
折
鶴
三
方
図
、
彩
色
）

　
　

歳
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
晨
亭
月
扇

お
も
し
ろ
や
千
代
に
八
千
代
の
松
囃
子

　
　
　

春
興

春
浅
し
鴨
に
根
深
も
一
趣
向

　
　
　

歳
暮

　
　

雪
の
か
き
た
れ
降
れ
る
日
も
鴬
は
篭
桶
に
囀
り

　
　

梅
ハ
中
庭
に
咲
た
ち
て
さ
な
か
ら
春
の
色
を
顕
す

花
鳥
は
備
り
た
り
な
と
し
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
葉
老
人
書



三
三

新
井
（
侊
）
家
文
書
に
み
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
（
兼
子
）

図 1 　№35　黄蝶堂菜英外歳旦（文書番号14806,21622）

図 2 　№72　水亭行也外狂歌歳旦（文書番号21617）



文
書
館
紀
要
第
二
十
六
号
（
二
〇
一
三
・
三
）

三
四

図 3 　№73　楽成丈外狂歌歳旦（文書番号21618）

図 4 　№74　峨巒堂柱仲住狂歌歳旦（文書番号21619）



三
五

新
井
（
侊
）
家
文
書
に
み
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
（
兼
子
）

図 5 　№42　川田谷黄蝶堂菜英歳旦（文書番号17572）

図 6 　№51　武若小玉連歳旦（文書番号21623）



文
書
館
紀
要
第
二
十
六
号
（
二
〇
一
三
・
三
）

三
六

図 7 　№37　武かわたや連歳旦（文書番号21626）

図 8 　№38　黄蝶堂集歳旦（文書番号21621）



三
七

新
井
（
侊
）
家
文
書
に
み
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
（
兼
子
）

図 9 　№39　黄蝶堂菜英外歳旦（文書番号21616）

図10 　№41　東武川田谷連歳旦（文書番号29913）



文
書
館
紀
要
第
二
十
六
号
（
二
〇
一
三
・
三
）

三
八

図11 　№44　菜窓菜英歳旦（文書番号15594,29205）

図12 　№71　桜庵芳野美種外狂歌歳旦（文書番号29206）



三
九

新
井
（
侊
）
家
文
書
に
み
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
（
兼
子
）

図13 　№75　水亭行也狂歌歳旦（文書番号21620）

図14 　№43　東武川田谷連歳旦（文書番号15170）



文
書
館
紀
要
第
二
十
六
号
（
二
〇
一
三
・
三
）

四
〇

図15 　№70　花晨月扇歳旦（文書番号21275-1）

図16 　№77　花晨亭月扇歳旦（文書番号21625）


